
 

 

 
越後地酒の関所/酒の新茶屋/新潟地酒頒布会「いかがで酒の会」会報 

のんべぇ毎日 
 

「のんべぇ毎日」 

編集担当 

酒の新茶屋 

女将 片山静江です。 

越後地酒の関所/酒の新茶屋 949-3661 新潟県柏崎市青海川 872 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-980-885 

 

平成 27 年 6 月号/通算 225 号

 

 

酒の新茶屋 2 階ぎゃらりぃBOR 

20 才未満の飲酒は法律で 

禁止されています。 

■ｱﾙｺｰﾙ 16% 

■精米歩合 50％ 

■価格 720ml（税込） 

1,910 円 

 

 

 

 

「地酒旅」 

してみませんか？ 
酒の新茶屋二階は無料休憩室になってい

ます。日本海を見下ろす絶景を眺めなが

ら店長（利き酒師）と酒談議ができます。 

「
新
茶
屋
」
っ
て
い
う
か
ら
「
お
茶
屋
」
さ
ん
だ
と
思
っ
た
・
・
・

と
、
お
客
様
か
ら
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。「
酒
の
新
茶
屋
」
は
、
か
つ
て

は
北
国
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
「
茶
屋
」
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
か
ら

四
十
年
前
に
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
古
い
家
（
か
な
り
大
き
か
っ
た
）

を
壊
し
た
際
に
は
、
天
井
裏
か
ら
棟
梁
の
記
録
の
木
札
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
当
時
二
代
目
だ
っ
た
当
主
の
名
と
、
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
に
こ
の
家
を
建
て
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

当
時
「
主
要
五
街
道
」
の
ひ
と
つ
「
北
国
街
道
」
沿
い
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
数
え
き
れ
な
い
多
く
の
旅
人
が
起
伏
の
大
き
な
通
称
「
米

山
三
里 

六
割
坂
」
を
登
り
降
り
し
て
行
き
交
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。「
新
茶
屋
」
と
い
う
屋
号
は
、
坂
を
登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

当
時
か
ら
あ
っ
た
茶
屋
の
名
残
り
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

最
近
は
熟
年
の
健
脚
が
「
北
国
街
道
」
を
歩
い
て
旅
す
る
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
歴
史
の
中
で
「
越
後
地
酒
の
関
所
」
と
し

て
現
代
の
旅
人
を
お
迎
え
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

「
新
潟
の
地
酒
専
門
店
」
と
し
て
お
蔭 

様
で
来
月
に
は
二
十
年
を
迎
え
る
こ
と 

が
で
き
ま
す
。
感
謝
！ 

！ 湧水仕込 

  鮎あゆ 

 

雪
中
貯
蔵
純
米
吟
醸
酒  

鮎
正
宗
酒
造
（妙
高
市
） 

今も昔のままの街道が残っています。（撮影：酒の新茶屋二階から） 



 第 225 号                    のんべぇ毎日                    平成 27 年 6 月 

貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
必
要
に
応
じ

て
蔵
出
し
の
際
に
も
う
一
度
「
火

入
れ
」
を
す
る
こ
と
で
一
層
の
安

全
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。 

 

一
般
に
酒
店
の
棚
に
そ
の
ま

ま
並
ん
で
い
る
酒
が
こ
の
「
二
度

火
入
れ
」
し
た
お
酒
で
す
。 

 

そ
れ
以
外
の
お
酒
は
「
品
質
安

定
」
の
為
に
、
冷
蔵
庫
の
中
で
保 

春
先
に
次
々
に
蔵
出
し
さ
れ
る 

「
新
酒
」
は
、
日
本
酒
党
に
は
待
ち

遠
し
い
「
旬
」
の
味
で
す
ね
。 

そ
の
頃
蔵
出
し
さ
れ
る
「
生
酒
」

と
い
え
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
度

も
火
入
れ
を
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
「
生
生
（
ナ
マ
ナ
マ
）」
と
呼
ば
れ

る
生
酒
で
す
。 

一
般
的
に
「
生
酒
」
と
い
え
ば
こ

の
「
生
生
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

一
回
も
火
入
れ
を
し
て
い
な
い
の

で
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
」
は
そ
の
ま
ま

な
の
で
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
垂
涎
の

的
で
す
。 

     

冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
普
通
の
お

酒
は
お
酒
が
出
来
る
と
「
腐
敗
」
や

「
変
質
」
を
防
ぐ
た
め
に
ま
ず
「
火

入
れ
」
と
い
う
作
業
を
し
ま
す
。 

※
簡
単
に
い
う
と 

出
来
た
お
酒
を
一
度 

「
燗
酒
」
に
す
る
と

思
っ
て
下
さ
い
。 

そ
れ
を
貯
蔵
タ
ン

ク
に
入
れ
て
、
貯
蔵

す
る
と
変
質
を
防
い

で
美
味
し
さ
を
長
期

間
保
つ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。 

管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

        

昔
か
ら
、
夏
を
越
し
て
涼
し
く
な

っ
た
頃
、
一
度
火
入
れ
し
た
貯
蔵

酒
を
、
二
度
目
の
火
入
れ
を
せ
ず

に
蔵
出
し
さ
れ
る
お
酒
を
「
冷
や

卸
し
」
と
呼
ば
れ
て
珍
重
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

程
よ
く
熟
成
味
が
あ
り
な
が

ら
、
生
酒
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
る
季
節
の
お
酒
で
、
生
酒
の

種
類
と
し
て
は
「
生
詰
酒
」
に
な

り
ま
す
。 

 

そ
れ
と
、
反
対
に
真
夏
の
頃
に

「
生
酒
」
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
の

に
は
、「
生
」
の
ま
ま
貯
蔵
さ
れ

て
い
た
お
酒
を
、
出
荷
の
際
に
一

度
だ
け
「
火
入
れ
」
し
て
安
全
性

を
高
め
て
出
荷
さ
れ
る
の
が
「
生

貯
蔵
酒
」
で
す
。 



小さな酒屋 (有)きしなみ酒店 
福島県福島市天神町 1-24 

☎電話024-534-3940 

http://www.t-sakaya.com 

 

 

 

                                           

 

 

酒の新茶屋地酒頒布会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■清泉 夢花火・恋花火 

本格吟醸酒 
・蔵元：久須美酒造（長岡市） 

麹米：越淡麗/掛米：亀の尾を

使い、精米歩合：50％にまで

磨いた大吟醸クラスの渾身の

今夏新発売の限定酒です。 

■金鶴 純米吟醸生酒 
・蔵元 加藤酒蔵店（長岡市） 

・五百万石/精米歩合：55％ 

先月に引き続き、佐渡の人気

の限定酒。発売と同時にほぼ

売切れ状態。新酒のフレッシ

ュさが楽しめます。 

※このお酒のご注文は「きしなみ酒店」さんに直接ご注文お願いいたします。 

 

    

   
 
 

県
外
の
笑
売
仲
間
情
報 

福
島
駅
か
ら
徒
歩
数
分
の
天 

神
町
に
あ
る
「
小
さ
な
酒
屋 

き
し
な
み
酒
店
」
さ
ん
は
、
当
店

と
「
日
本
酒
」
で 

知
り
合
っ
た
「
笑 

売
仲
間
」
で
す
。 

当
店
に
は
無
い 

福
島
の
地
酒
を
中 

心
に
県
外
の
お
酒 

も
揃
っ
て
い
ま
す
。 

「いかがで酒の会」は毎月

ご自宅へ旬の地酒を７２０

ｍｌ×２本セットをお届けし

ます。 

毎月3,800 円会費 
■送料など諸費用すべて込 

■ご入会随時 

■お申し込みは 酒の新茶屋まで 

今
月
の
お
酒
六
月 

通算 225 号                   のんべぇ毎日                    平成 27 年 6 月 

 

さ
ら
に
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
創
始

者
の
大
倉
喜
八
郎
も
新
潟
県
新
発

田
市
の
出
身
で
す
。 

麦
芽
一
〇
〇
％
生
ビ
ー
ル
「
風
味

爽
快
ニ
シ
テ
」
は
そ
ん
な
新
潟
に

ゆ
か
り
の
深
い
こ
と
か
ら
新
潟
限

定
で
販
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
風
味
爽
快
ニ

シ
テ 

一
缶 

二
四
〇
円
（
税
込
） 

 

「ビ
ー
ル
好
き
」が
夢
を
叶
え

た
日
本
初
の
瓶
内
発
酵
・瓶

内
熟
成
ビ
ー
ル
「
新
潟
麦
酒
」 

 

新
潟
麦
酒
の
宇
佐
美
社
長
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
味
わ
っ
た
ビ
ー
ル
の

旨
さ
に
感
動
し
、
日
本
で
初
の
瓶

内
発
酵
・
瓶
内
熟
成
と
い
う
古
式

本
格
ビ
ー
ル
醸
造
法
で
免
許
を
取

得
し
て
、
僅
か
五
十
坪
の
プ
レ
ハ

ブ
工
場
か
ら
自
分
の
理
想
と
す
る

ビ
ー
ル
の
醸
造
を
初
め
ま
し
た
。

■

新
潟
麦
酒
一
缶
二
九
〇
円(

税

込) 

酒
の
新
茶
屋
オ
リ
ジ
ナ
ル

ビ
ー
ル
「
青
海
川
夢
街
道
」 

三
種
類 

一
瓶
五
百
㎖ 

６
３
０

円
（
税
込
） 

【
お
詫
び
】
紙
面
の
都
合
に
よ
り

「
の
ん
べ
塾
」
は
お
休
み
で
す
。 

 

信州 亀齢（きれい） 

一
九
九
〇
年
代
の
地
ビ
ー
ル

ブ
ー
ム
の
火
付
け
役 

日
本
の
地
ビ
ー
ル
の
歴
史
は
新

潟
県
新
潟
市
の
上
原
酒
造
（
当
時

西
蒲
原
郡
巻
町
・
蔵
元
は
現
在
、

越
後
鶴
亀
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ

ー
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
ビ
ー
ル
が

一
九
九
四
年
の
緩
和
規
制
に
よ
り

各
地
に
小
さ
な
「
ブ
ル
ワ
リ
ー
」

が
次
々
と
誕
生
し
ま
し
た
。 

■

エ
チ
ゴ
ビ
ー
ル
三
種
類
が
入
っ

て
一
パ
ッ
ク
三
百
六
十
円
（
税
込
） 

 

 

一
八
七
五
年
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
前
身
の
「開
拓
使
麦
酒
醸

造
所
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「風
味
爽
快
ニ
シ
テ
」 

現
在
日
本
の
ビ
ー
ル
の
主
流
で

あ
る
「
下
面
発
酵
ビ
ー
ル
」
は
新

潟
県
長
岡
市
出
身
の
中
川
清
兵
衛

が
ド
イ
ツ
で
そ
の
醸
造
技
術
を
学

ん
で
伝
え
た
も
の
で
す
。「
風
味
爽

快
ニ
シ
テ 

健
胃
ノ
効
果
ア
リ
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
そ
の
新

商
品
発
売
の
時
に
中
川
氏
が
自
ら 

命
名
し
た
も
の
で
す
。 

 

■

地
ビ
ー
ル 

国
内
第
一
号
は 

エ
チ
ゴ
ビ
ー
ル 

 ■

創
始
者
は 

新
潟
県
人 

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル 

 ■

国
内
初
の
瓶
内
発
酵
・ 

瓶
内
熟
成
の
ビ
ー
ル
を
造
っ
た 

新
潟
麦
酒 

長野県上田市/岡崎酒造 

酒米：ひとごこち/純米吟醸 

※初取引の酒蔵です。詳しく

はお問い合わせください。 



夏の特別企画 
限定 800本のみの 

新潟県内限定販売酒 

今年も暑い夏を 

爽やかで香り高い生酒が 

登場します。 
 

■原料米：たかね錦、精米歩合 50％ 

■アルコール分：１７度 ■日本酒度：＋２ 

  

越の誉 純米大吟醸 

無濾過生原酒  
零温熟成 夏生酒 

720ml1,730 円（税込） 

 

地元・柏崎の「原酒造」（越の誉蔵元）から 

燗
冷
ま
し 

コ
ー
ナ
ー 

■

地
元
「
柏
崎
市
」
に
は
今

か
ら
二
百
年
以
上
前
か
ら
つ

づ
く
「
え
ん
ま
市
」
が
あ
り

ま
す■

全
国
か
ら
露
天
商
が

集
ま
り
約
二
キ
ロ
の
間
を
五

百
も
の
露
天
が
並
び
ま
す■

毎
年
六
月
十
四
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
三
日
間
の
開
催
で

約
二
十
万
人
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
す■

柏
崎
市
の
人
口
が

約
九
万
人
で
す
か
ら
、
人
口

の
倍
の
人
数
が
三
日
間
で
市

に
繰
り
出
す
と
い
う
計
算
に

な
り
ま
す■

今
年
は
初
日
が

日
曜
日
で
し
か
も
好
天
に
恵

ま
れ
た
こ
と
か
ら
一
日
だ
け

で
九
万
人
が
市
に
繰
り
出
し

た
そ
う
で
す■

こ
と
に
初
夏

の
夜
市
は
大
変
風
情
が
あ
り

ま
す■

昔
は
、「
え
ん
ま
市
」

と
も
な
れ
ば
職
場
も
学
校
も

休
み
で
、
町
を
離
れ
た
人
達

が
ふ
る
さ
と
へ
戻
っ
て
く
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た■

柏

崎
の
夏
は
こ
の
「
え
ん
ま
市
」

で
始
ま
り
ま
す■

こ
れ
か
ら

始
ま
る
暑
く
厳
し
い
夏
を
元

気
に
乗
り
切
る
た
め
に
も
こ

う
い
う
地
域
の
伝
統
行
事
は

い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。 

 

 

酒
の
新
茶
屋 

 

店
長 

通算 225 号                    のんべぇ毎日                    平成 27 年 6 月 

 

新潟県柏崎市青海川 872 

■定休日/毎週水曜日

 
（9：00-21：00） 

 
 

蔵元の大吟醸製造技術を駆使して、造りの各工

程を手造りで丁寧に行うことで米の良さをひ

きだしました。酒米「越淡麗」は山田錦と五百

万石を両親に持つ、究極の酒米として注目され

ています。御中元・ギフトに最適 
■使用米：越淡麗、精米歩合４５％ 

■アルコール分：１７－１８度 

■日本酒度：±０ ■アミノ酸度：1.0 

銀の翼 越淡麗大吟醸原酒 

720ml 3,780 円（税込） 

 

 


